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1950年代にアメリカで登場した「コンテナ」を用いた物流の仕組みは、大量の荷物を安全、
安定的に輸送することを可能としました。また、船による海上輸送と鉄道やトラックによる陸上
輸送とを連携させ、物資の輸送は大きく変わりました。
清水港にコンテナ船が始めて入港したのは1970年１月12日のことです。

清水港興津ふ頭に完成したコンテナ専用クレーン
〔昭和46年版〕

浜松内陸コンテナ基地が開所〔昭和47年版〕

国際的な貿易貨物のコンテナ化に対応するため、「陸の港」

として東名高速道路浜松インターチェンジ隣接地に建設され

ました。


